
人間次世代に教えて」

裏揚言訂呈芳非戦への思い語る

空攣幣l冊
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非戦論について講演したダニ一・ネフセタイさん

茅
野
市
9
条
の

会
が
講
演
会

元
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
兵
士
で
埼
玉

県
皆
野
町
在
住
の
ダ
ニ
ー
‥
ネ
フ

セ
タ
イ
さ
ん
（
6
8
）
の
講
演
「
イ
ス

ラ
エ
ル
軍
元
兵
士
が
語
る
非
戦
論
」

が
2
4
日
、
茅
野
市
の
市
ひ
と
・
ま
ち
一

プ
ラ
ザ
で
あ
っ
た
。
茅
野
市
9
条

の
会
主
催
の
講
演
会
。
市
民
ら
1

0
4
人
が
、
ネ
フ
セ
タ
イ
さ
ん
の

非
戦
へ
の
思
い
に
耳
を
傾
け
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
出
身
の
ネ
フ
セ
タ

イ
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
徴
兵
制

に
よ
り
入
隊
し
、
空
軍
に
3
年
間

所
属
し
た
。
退
役
後
、
ア
ジ
ア
を

巡
る
旅
に
出
た
際
に
来
日
。
1
9

8
8
年
に
皆
野
町
で
「
木
工
房
ナ

ガ
リ
家
」
を
開
設
し
、
現
在
は
注

文
家
具
な
ど
の
制
作
を
続
け
る
傍

ら
、
平
和
や
人
権
な
ど
を
テ
ー
マ

に
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

「
国
の
た
め
に
死
ぬ
の
は
素
晴

ら
し
い
」
と
の
教
育
を
信
じ
て
き

た
が
、
来
日
し
て
疑
問
を
覚
え
た

■
七
二
乍
イ

と
い
う
ネ
フ
セ
タ
イ
さ
ん
。
か
つ

て
は
戦
闘
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
憧

れ
て
い
た
が
、
戦
闘
機
の
目
的
が

人
を
殺
す
こ
と
、
物
を
破
壊
す
る

こ
と
だ
と
気
付
き
考
え
が
変
わ
っ

た。
ま
た
、
幼
少
期
か
ら
〝
敵
″
だ

と
思
っ
て
い
た
シ
リ
ア
人
と
日
本

で
出
会
い
、
自
分
と
変
わ
ら
な
い

人
間
だ
と
気
付
い
た
と
し
、
「
敵

と
い
う
概
念
は
、
ゆ
が
ん
だ
教
育

と
あ
お
り
か
ら
生
ま
れ
る
」
と
強

調
。
「
敵
基
地
攻
撃
」
な
ど
の
表

記
が
あ
れ
ば
子
ど
も
た
ち
は
敵
が

い
る
と
認
識
す
る
と
し
、
大
人
の

責
任
と
し
て
「
近
隣
諸
国
は
敵
で

は
な
い
と
伝
え
、
肌
の
色
、
宗
教
、

性
別
、
民
族
、
国
籍
を
問
わ
ず
、

み
ん
な
同
じ
人
間
で
あ
る
こ
と
を

次
世
代
に
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
語
っ
た
。

防
衛
費
を
拡
大
す
る
日
本
政
府

の
動
き
に
危
機
感
を
抱
い
て
お

り
、
「
8
0
年
前
（
戦
時
中
）
の
日
本
は

真
っ
暗
な
世
の
中
で
、
今
は
グ
レ

ー
ゾ
ー
ン
。
自
分
た
ち
の
子
ど
も

や
孫
に
真
っ
暗
な
世
の
中
を
与
え

る
か
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
世
の
中

を
与
え
る
か
は
私
た
ち
次
第
」
と

伝
え
た
。
　
　
　
（
町
田
陽
）


